
NPO法人みやぎセルプ協働受注センターでは、
働く障害者の方々を応援しています！
URL  http://www.miyagi-selp.org
　　   http://www.facebook.com/miyagiselp県内の障害者就労支援事業所で作るオススメの製品を紹介します。

おせんべいやドライフルーツ、コーヒー、ビーズ製品、フェルト製品
一つひとつを丁寧にまごころこめて作製しております。

○手作りおせんべい…昆布と鰹ダシ、宮城の地酒、塩釜の藻塩を使用した、
体に優しいおせんべいです。素材を活かした深い味わいは小さいお子さん
からお年寄りまでご家族みんなで安心して召し上がれます。

○ドライフルーツ…栄養価が高く、美容や健康にとても良い商品です。種
類も豊富で選ぶ楽しさもあります。

○コーヒー…厳選した生豆を仕入れ、生豆のピッキング、自家焙煎、袋詰
めを行っています。旬のストレートは月ごとに産地と農園を変えて名品を
ご用意しております。ドリップバックコーヒーやアイスコーヒーも加わり、
手軽に飲むことが出来ます。

○ビーズ・フェルト製品…季節に合わせた製品を一つひとつ丁寧に作製し
ております。世界にたった一つの商品です。

オススメ製品の ご 紹 介

社会福祉法人　仙台市手をつなぐ育成会　ホープすずかけ
〒983-0824　宮城県仙台市宮城野区鶴ケ谷５丁目22-1　TEL／022-252-4640　FAX／022-252-4672

 suzukake@crest.ocn.ne.jp　ホームページ http://www.sendaishi-ikuseikai.or.jp/publics/index/72/0/

　本会に寄附金・支援金をいただきました。
本当にありがとうございました。（平成26年7月末現在）
平成26年5月7日　株式会社ブリッジさまより社会福祉事業
のために……………………………………………… 64,166円
平成26年6月4日　株式会社ブリッジさまより社会福祉事業
のために……………………………………………… 62,390円
平成26年7月3日　株式会社ブリッジさまより社会福祉事業
のために……………………………………………… 51,630円
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温かい真心ありがとうございます

赤い羽根共同募金にご協力ください
　共同募金運動は、10月1日より全国一斉に行われます。県民
の皆様の温かい善意とたすけあいの心に支えられ、県内にお
ける民間福祉活動の発展と自助・公助の谷間の活動財源とし
て、さらなる期待が寄せられております。また、震災により
特に沿岸市町村の地域福祉の充実が一層求められる中、福祉
コミュニティの構築に向けて、大きな役割を果たしておりま
す。なお、12月からは歳末たすけあい募金も併せて行います。
「ほんの小さなやさしさで広がる大きな支援の輪」
多くの皆様のご協力とご参加をお願いします。

東日本大震災に係る復興支援及び
福祉施策等に対する要望書を提出

　本会では宮城県内の福祉関係団体から要望を取りまとめ、平
成26年7月15日に宮城県保健福祉部社会福祉課に対し、国及び
宮城県に対する要望書を提出しました。内容としては、東日本
大震災に関する要望が3項目、福祉施策などに関する要望が3項
目となっています。要望事項については、回答が届き次第、ホ
ームページなどで報告します。

日時　9月15日（月・祝）　
場所　せんだいメディアテーク1Ｆ　オープンスクエア

「今こそ生かそう障害者権利条約！進めよう私たちの望
む制度改革を」～医療・介護・障害者年金・生活保護・
障害者総合支援法私たちの生活はどうなるの～

アピール集会　12時30分～15時
　　　　　　　講演　伊藤　周平氏（鹿児島大学大学院教授）
　　　　　　　当事者アピール
アピール行進　�15時40分～【コース　仙台市民広場（予定）⇒

仙台駅前仙都会館前解散】
資料代　500円
連絡先　鷲見　090-9740-7799　（FAX：022-299-1279）

みやぎアピール大行動2014のお知らせ
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